父, る 



菊 池 寛 



こし、 せんでも ええのに。 

母 そう やけど 嫁入りの 時に、 一 枚で も 余計え え 

着物 を 持って行きたい のだろう わい。 

賢 一郎 (新聞の 裏 を 返しながら) この間い うとった 

口 はどうな つたの。 

母 たねが、 ちいと 相手が 気に入らん のだろう わ 

い。 向こう はくれ くれい うてせ がん どつ たんや けれ 

どものう。 

賢 一郎 財産が あると いう 人 やけに、 ええ 口 やが な あ。 

母 けん ど、 一万 や、 二 万の 財産 は 使い出したら 

うち 

何の 役に もた たんけ えな。 家で もお た あさんが 来た 



時には 公債 や 地所で、 二、 三 万円 は あつたん やけど、 

お父さんが 道楽して 使い出したら、 笹 につけて 振る 

ごとし じ や。 

賢 一 郎 (不快なる 記憶 を 呼び 起した る ごとく 黙して 

いる) …… 。 

母 私 は 自分で 懲々 しとる けに、 たね は 財産より 

も 人間の ええ 方へ やろうと 思う とる。 財産が のうて 

も、 亭主の 心掛 がよ かったら 一 生 苦労せ いで 済む け 

にな。 

賢 一郎 財産が あって、 人間が よけり や、 なおい いで 

しょう。 



いうて 皆い うて くれる。 お父さんに 行かれた 時 は ど 

うしょうと 思 つ たが のう …… 。 

賢 一 郎 (話題 を 転ずる ために) 新 は 大分 遅い な。 

母 宿直 やけに、 遅うな るん や。 新 は 今月から ま 

た 月給が 上る というと つ た。 

賢 一郎 そうです か。 あいつ は 中学校で よくで きたけ 

に、 小学校の 先生 や こしす るの は 不満 やろうけ ど、 

自分で 勉強 さえし たらなん ぼで も 出世 はでき るん や 

ナこ o 

母 お前の 嫁 も 探しても ろうとん やけど、 ええの 

がのう てのう。 園 田の 娘なら ええけ ど、 少し 向う の 



方が 格式が 上 やけに くれん かも 知れんで な。 

賢 一郎 まだ 二、 三年 はええ でしよう。 

母 でもお たね を ほかへ やる とすると、 ぜひに も 

貰わない かん。 それで 片が付 くん やけに。 お父さん 

しゅっぽん 

が 出奔 した 時には 三人の 子供 を 抱えて どうしょう 

と 思った もん やが …… 。 

賢 一郎 もう 昔の こと をい うても 仕方がな いん やけえ 

こ a 

(表の 格子 開き 新ニ郎 帰って来る。 小学 教師 

にして 眉目 秀れ たる 青年な り) 

新ニ郎 ただいま。 



母 や あお かえり。 

賢 一郎 大変 遅かった じ やない か。 

新ニ郎 今日は 調べ ものがたく さんあって、 閉口して 

しもうた。 ああ 肩が 凝った。 

母 さっきから 御飯に しょうと 思って 待つ とった 

んゃ。 

賢 一郎 御飯が すんだら 風呂へ 行って 来る とええ。 

新ニ郎 (和服に 着替えながら) おた あさん、 たね は 

母 仕立物 を 持って行つ とんや。 

新ニ郎 (和服に なって 寛ぎながら) 兄さん！ 今日 

僕 は 不思議な 噂 をき いたんで すがね。 杉 田 校長が 古 



いうんで す。 

母 杉 田さん なら、 お父さんの 幼な 友達で、 一緒 

に 槍の 稽古 をして いた 人 やけに、 見 違う こと もない 

やろう。 けどもう お前、 二十 年に もな るん やけに の 

う。 

新ニ郎 杉 田さん もそう いうと つたです。 何しろ 二十 

年 も 会わん の やけに、 しっかりし たこと はいえんけ 

つきお 

ど、 子供の 時から 交際うた 宗太郎 さんやけ に、 まる 

きり 見違えた ともい えんい うてな。 

賢 一郎 (不安な 瞳 を 輝かして) じ や、 杉 田さん は 言 

葉 を かけなかった の だね。 



出す とか いうて 損 をし たんや。 

ま ス ま 

賢 一郎 (やや 不快な 表情 をして) おた あさんお 飯 を 

食べましょう。 

母 ああそう やそう や。 つい 忘れと つた。 (台所 

の 方へ 立って 行く、 姿 は 見えずに) 杉 田さん が 見た 

というの もなん ぞの 間違い やろ。 生きと つたら 年が 

年 やけに、 はがきの 一 本で もよ こす やろ。 

賢 一郎 (やや 真面目に) 杉 田さん がその 男に 会うた 

の は 何日の こと や。 

新ニ郎 昨日の 晚の九 時 頃 じ やという ことです。 

賢 一郎 どんな 身なり をして おつたん や。 



お父さん は 若い 時 は、 ええ 男であった そうですな。 

母 (台所から 食事 を 運びながら) そう や、 お 父 

さん は 評判の ええ 男で あつたん や。 お父さんが、 大 

殿様のお 小姓 をして いた 時に、 奥 女中が お 箸箱に 恋 

歌 を 添えて、 送って 来たと いう 話が あるん や。 

新ニ郎 なんの ために、 箸箱 を くれたん やろう、 はは 

ま ま ま 

母 丑の年 やけに、 今年 は 五十八 じ や。 家に じつ 

として おれば、 もう 楽隠居 をして いる 時分 じ やが な。 

(三人 食事に かかる) 

母 たね も、 もう 帰って くる やろう。 もうめ つき 



を 知らせる ために、 勉強す るん じ やな。 わし も 高等 

文官 を やろうと 思う とった けど、 規則が 改正に なつ 

て、 中学 を 出 とらな 受けられん いう ことにな つた か 

ら、 諦め とんや。 お前 は 中学校 を 卒業し と るん やけ 

に、 一生懸命 やってくれ ないかん。 

(この 時、 格子が 開いて、 おた ねが 帰って来 

る。 色白く 十人並 以上の 娘な り) 

おた ね ただいま。 

母 遅かった のう。 

おた ね また 次の もの を 頼まれたり、 何 かしと つた も 

ん やけに。 



母 さあ 御飯お たべ。 

おた ね (座りながら、 やや 不安なる 表情に て) 兄 さ 

うち 

ん、 今 帰って来る とな、 家の 向う側に 年寄の 人が い 

て 家の 玄関の 方 を じ ー と 見て いるん や。 (三人と も 

不安な 顔になる) 

賢 一 郎 う— む。 

新ニ郎 どんな 人 だ。 

おた ね 暗くて、 分からなん だけど、 背の 高い 人 や。 

新ニ郎 (立って 次の間へ 行き、 窓から 視く) …… 。 

賢 一郎 誰かい るかい。 

新ニ郎 いいや、 誰もお らん。 



(兄弟 三人 沈黙して いる) 

母 あの人が 家 を 出た の は 盆の 三日 後で あつたん 

や。 

賢 一郎 おた あさん、 昔の こと はもう いわんよ うにし 

て 下さい。 

母 わし も 若い 時 は 恨んで いたけ ども、 年が寄る 

となんと なしに 心が 弱うな つ てきて な。 

(四 人 は 黙って、 食事 をして いる。 ふいに 表 

の 戸が ガラツと 開く、 賢 一郎の 顔と、 母の 顔 

とが 最も 多く 激動 を 受ける。 しかし その 激動 

の 内容 は 著しく 違って いる) 



男の 声 御免！ 

おた ね はい！ (しかし 彼女 も 立ち上ろうと はしな 

い) 

男の 声 おたか はおらん かの？ 

母 へえ！ (吸いつ けられる ように 玄関へ 行く、 

以下 声ば かり 聞え る) 

男の 声 おたか か！ 

母の 声 まあ！ お前さん か、 えろう！ 変った のう。 

(一 一人と も 涙ぐみた る 声 を 出して いる) 

男の 声 まあ！ 丈夫で 何より じ や。 子供た ち は 大き 

くな つた やろうな。 



母の 声 大き ゆうなった とも、 もう 皆 立派な 大人 じ や。 

上 つ てお 見 まあせ。 

男の 声 上っても ええ かい。 

母の 声 ええと も。 

(二十 年 振りに 帰れる 父宗 太郎、 憔悴した る 

有様に て 老いた る 妻に 導かれて 室に 入り 来る、 

新 一 一郎と おた ねと は 目 を しばたた きながら、 

父の 姿 を しみじみ 見つめて いたが) 

新ニ郎 お父さんで すか、 僕が 新ニ郎 です。 

父 立派な 男に なった な、 お前に 別れた 時 はま だ 

ろく 

碌に 立ても しなかった が …… 。 



おた ね お父さん、 私が たねです。 

父 女の子と いう こと はきいて いたが、 ええ 器量 

じ やな あ。 

母 まあ、 お前さん、 何から 話して ええ か。 子供 

もこん なに 大き ゆうなつ てな、 何より 結構 やと 思う 

とんや。 

父 親 はなく とも子 は 育つ というが、 よういうて 

あるな、 はは はは は。 

(しかし 誰も その 笑いに 合せよう とする もの 

はない。 賢 一郎 は 卓に 倚った まま、 下 を 向い 

て 黙して いる) 



なって くる、 女房 子の いる 所が 恋し ゆうなって うか 

うかと 帰って来 たんや。 老 先の 長い こと もない 者 や 

けに 皆よう 頼む ぜ。 (賢 一 郎を 注視して) さあ 賢 一 

郎！ その 杯 を 一 つ さしてく れんか、 お父さん も 近 

頃 はええ 酒 も 飲めんで のう。 うん、 お前 だけ は 顔に 

見 おぼえが ある わ。 (賢 一 郎 応ぜず) 

母 さあ、 賢 や、 お父さんが、 ああ おっしゃ るん 

やけに。 さあ、 久し振りに 親子が 会 うんじ やけに 祝 

うてな。 

(賢 一 郎 応ぜず) 

父 じ や、 新 ニ郎、 お前 一 つ、 杯 を くれえ。 



新ニ郎 は あ。 (杯 を 取り上げて 父に ささん とす) 

賢 一郎 (決然と して) 止めと け。 さす わけはない。 

母 何 をい うん や、 賢 は。 

(父親、 激しい 目に て 賢 一郎 を 睨んで いる。 

新 一 一郎 もお たね も 下 を 向いて 黙って いる) 

てて お. P 

賢 一 郎 (昂然と) 僕たちに 父親が ある わけはない。 

そんな ものが ある もんか。 

父 (激しき 憤怒 を 抑えながら) なん やと！ 

てて お fo- 

賢 一 郎 (やや 冷やかに) 俺た ちに 父親が あれば、 

八 歳の 年に 築港から おた あさんに 手 を 引かれて 身投 

げを せいでも 済ん どる。 あの 時お た あさんが 誤って 



水の 浅い 所へ 飛び込ん だれば こそ、 助かって いるん 

や。 俺た ちに 父親が あれば、 十の 年から 給仕 をせ い 

てて ぢ や 

でも 済ん どる。 俺た ち は 父親がない ために、 子供の 

時に なんの 楽しみ もな しに 暮し てきたん や。 新 ニ郎、 

お前 は 小学校の 時に 墨 や 紙 を 買えないで 泣いて いた 

の を 忘れた のか。 教科書 さえ 満足に 買えないで、 写 

本 を 持って行って 友達にから かわれて 泣いた の を 忘 

てて お、 

れた のか。 俺た ちに 父親が ある もんか、 あれば あん 

な 苦労 はし とりや せん。 

(おたか、 おた ね 泣いて いる。 新ニ郎 涙ぐん 

でい る。 老いた る 父 も 怒りから 悲しみに 移り 



かけて いる) 

新ニ郎 しかし、 兄さん、 おた あさんが、 第一 ああ 折 

れ 合って いるん やけに、 たいてい のこと は 我慢して 

くれたら どうです。 

賢 一郎 (なお 冷静に) おた あさん は 女子 やけに どう 

てて お. P 

思つ とる か 知らん が、 俺に 父親が あると したら、 そ 

かたき 

れは 俺の 敵 じ や。 俺た ちが 小さい 時に、 ひも じい 

こと や 辛い ことがあって、 おた あさんに 不平 をい う 

と、 おた あさん は 口癖の ように 「皆お 父さんの あじゃ、 

恨む のなら お父さん を 恨め」 というて いた。 俺に お 

父さんが あると したら、 それ は晻を 子供の 時から 苦 



のじ や。 女房と 子供 三人の 愛 を 合わしても、 その 女 

てて おや 

に 叶わなかった のじ や。 いや、 俺の 父親が いなく 

なった 後に は、 おた あさんが 俺の ために 預けて おい 

かよいち よう 

て くれた 十六 円の 貯金の 通 帳まで 無くなって おつ 

たもん じ や。 

新ニ郎 (涙 を 呑みながら) しかし 兄さん、 お父さん 

は あの 通り、 あの 通りお 年 を 召して おられ るん じ や 

ナこ 。 

賢 一郎 新 ニ郎！ お前 はよ くお 父さんな どと 空々 し 

いこと がいえるな。 見 も 知らない 他人が ひよ つくり 

入って きて、 俺た ちの 親 じ やという たからと て、 す 



ぐに 父に 対する 感情 を 持つ ことができ るん か。 

新ニ郎 しかし 兄さん、 肉親の 子と して、 親が どう あ 

ろうと も 養うて 行く 。 

賢 一郎 義務が あると いうの か。 自分で さんざん 面白 

いこと をして おいて、 年が寄って 動け なくなつ たと 

てて お. P 

いうて 帰って くる。 俺 はお 前が なんとい つても 父親 

はない。 

父 (憤然として 物 をい う、 しかし それ は 飾った 

怒りで なんの 力 も 伴って いない) 賢 一郎！ お前 は 

生みの親に 対してよ くそん な 口が 利け るのう。 

賢 一郎 生みの親と いうので すか。 あなたが 生んだ と 



いう 賢 一郎 は 二十 年 も 前に 築港で 死んで いる。 あな 

たは 二十 年 前に 父と しての 権利 を 自分で 捨てて いる。 

今の わし は 自分で 築き あげた わし じ や。 わし は 誰に 

だって、 世話になって おらん。 

(すべて 無言、 おたかと おた ねの すすりなき 

の 声が きこえる ばか リ) 

父 ええ わ、 出て 行く。 俺 だって 二 万 や 三 万の 金 

は 取り扱う てきた 男 じ や。 どなに 落ちぶれた かとい 

うて、 食う くらいな こと はでき る わ。 えろう 邪魔し 

たな。 (悄然と 行かん とす) 

新ニ郎 まあ、 お待ち まあせ。 兄さんが 厭 だとい うの 



てて お、 P てて お- p 

の 父親 は 俺 だ。 父親の 役目 をした の は 俺 じ や。 その 

人 を 世話した ければ する がえ え。 その代り 兄さん は 

お前と 口 は 利かない ぞ。 

丄ぁ 二. S5 し 力し 

賢 一 郎 不服が あれば、 その 人と 一 緒に 出て 行く がえ 

え。 

(女 二人とも 泣きつ づけて いる。 新 ニ郎黙 

す) 

てて おや 

賢 一郎 俺 は 父親がない ために 苦しんだ けに、 弟 や 妹 

に その 苦しみ を させまい と 思うて 夜 も 寝ないで 艱難 

したけ に、 弟 も 妹 も 中等学校 は 卒業 させて ある。 



父 (弱く) もう 何もい うな。 わしが 帰って 邪魔 

なんだろう。 わしゃって 無理に 子供の 厄介に ならん 

でもえ え。 自分で 養うて 行く ぐらいの 才覚 は ある。 

さあもう 行こう。 おたか！ 丈夫で 暮 せよ。 お前 は 

わしに 捨てられて かえ つ て 仕 合せ やな。 

新ニ郎 (去らん とする 父 を 追いて) あなたお 金 は あ 

るので すか。 晚の 御飯 もま だ 食べと らんの じゃあり 

ません か。 

父 (哀願す るが ごとく 瞳 を 光らせながら) ええ 

わえ え わ。 

(玄関に 降りん としてつ まずいて、 縁台の 上 



に 腰 をつ く) 

おたか あつ、 あぶない。 

新ニ郎 (父 を 抱き起しながら) これから 行く 所が あ 

るので すか。 

父 (まったく 悄沈 として 腰 を かけた まま) のた 

うち 

れ 死す るに は 家 は 要らん からのう …… (独 言の ごと 

うち 

く) 俺 やって この 家に 足 踏が できる 義理で はな いん 

やけど、 年が寄って 弱って くると、 故郷の 方へ 自然 

と 足が 向いて な。 この 街へ 帰って から、 今日で 三日 

うち 

じ やが な。 夜になる と毎晚 家の 前で 立って いたん 

じ やが、 敷居が 高うて 入れなかった のじ や …… しか 



し やっぱり 入らん 方が よかった。 一文な しで 帰って 

来て は 誰に やつてば かにされ る …… 俺 も 五十の 声が 

かかる と 国が 恋しくな つて、 せめて 千と 二 千と まと 

ま つ た 金 を 持 つて 帰つ てお 前た ちに 詫 をしょう と 

思った が、 年が寄る とそれ だけの 働き もで きんで な 

…… (ようやく 立ち上って) まあえ え、 自分の 身体 

そうろう 

ぐらい 始末の つかん こと はない わ。 (蹌踉 として 立 

ち 上り、 顧みて 老いた る 妻 を 一 目 見た る 後、 戸 を あ 

けて 去る。 後 四 人し ばらく 無言) 

母 (哀訴す るが ごとく) 賢 一郎！ 

おた ね 兄さん！ 



(しばらくの あいだ 緊張した 時が 過ぎる) 

賢 一郎 新！ 行って お父さん を 呼び返し てこい。 

(新 ニ郎、 飛ぶ がごと く 戸外へ 出る。 三人 緊 

張のう ちに 待って いる。 新ニ郎 やや 蒼白な 顔 

をして 帰つ て 来る) 

新ニ郎 南の 道 を 探した が 見えん、 北の方 を 探す から 

兄さん も 来て 下さい。 

きょ うが い 

賢 一郎 (驚駭 して) なに 見えん！ 見えん ことがあ 

る もの か。 

(兄弟 一 一人 狂気の ごとく 出で 去る) 

II 幕 I 
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